
「心のきずな61キャンペーン」に

たくさんの募金
ありがとうございました

小
Ｐ
連
は
ぐ
く
み
委
員
会
・
中
Ｐ
連
親
ま
な
び
委
員
会
合
同
学
習
会中学生の子 ( 女の子 2 人 ) がいますが、

時々甘えてくる事に対して「大きくなっ
て気持ち悪い～～～！」と冗談ぽく突き
放してましたが、今まで傷つけていた事
もあったのかなと反省です。東日本大震災支援活動「心のきずな61キャ

ンペーン」にご協力ありがとうございました。
多くの方々にご賛同をいただき、平成24

年10月末現在で、京都市の各校園PTAから
計4,858,785円の心こもった支援金が寄せら
れ、日本PTA全国協議会に送金をしました。

この活動は震災により、孤児、遺児となった
子どもたちのために、平成28年まで継続され
ます。京都市PTA連絡
協議会でも、引き続き
募金活動の協力を行い
ますので、よろしくお
願いします。

※�募金は随時受け付けますので、京都市PTA連絡
協議会事務局（TEL：801-4796）まで�
ご連絡ください。

マイクを向け参加者の気持ちを引き出す高垣氏

講演される
高垣  忠一郎氏

親が決めたレールに乗せるのではなく、自分の頭で考えさせ、選んだり迷ったり、悩むことが大事なんだとわかりました。家でも何か自分で責任もってやらせたい。

ねむたいと思わなかったのは、初めて !? かもしれませ

ん。とてもわかりやすく楽しく聞けました。「甘え・反抗」

家でもあります。「ムッ」と思う事がありますが「ガ
マン」し、�

甘えてくるけども、それも、ギュッ
と抱きしめてあげようと

思いました。

思春期の子どもに間を

持つ事、社会に出るため

に甘える充電�が必要と

言う事がわかり、本当に

良かったです。

3 男 1 女 4 人の子を持つ母です。我が子の三男が、反抗期にさしかかりましてずいぶん落ち着きましたが「ババァ !!」「だまれ、くそガキ」のバトルを繰り返し泣いて、笑って、ケンカして…。
日々大変ですが、「生きている !!」と実感しながら、子育てを楽しんでます。
今日は、タイムリーなテーマでとても興味深く、考えさせられる内容でした。今日も、ババァはがんばります!!

反抗中であっても子ど
もの甘えを受け止めると
いうことを忘れないで、
心にとめておきます。

「しんどいことは話さない」
に心が痛んだ。今しかないこ
の時期を大切にしたい。

思春期を迎える子ども達の予習が出来た。不安もあるが、お話を聞いてそのときを迎えるのがちょっと楽しみになりました。

第２の誕生の時は、第２の陣痛という言葉に
ぴったりで、心にしみた。
大人って何？良い大人になるって？の問い

に答えられない自分。大人の定義も分からず、
子どもを育てようとしていたことに気付いた。

平
成
24
年
10
月
2
日
、
京
都
ア
ス
ニ
ー
に

て
、「
小
P
連
は
ぐ
く
み
委
員
会
・
中
P
連

親
ま
な
び
委
員
会
合
同
学
習
会
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
保
護
者
が
最
も
関
心
の
あ
る「
思

春
期
の
子
ど
も
の『
甘
え
・
反
抗
』と
ど
う
向

き
合
う
か
？
」を
テ
ー
マ
に
立
命
館
大
学
大

学
院
教
授
で
、
長
年
臨
床
心
理
士
と
し
て
病

院
で
思
春
期
の
問
題
を
中
心
に
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
さ
れ
て
い
る
高
垣
忠
一
郎
先
生
に
御

講
演
頂
き
ま
し
た
。

子
ど
も
が
自
己
中
心
的
な
考
え
か
ら
脱

皮
し
、
他
を
思
い
や
る
心
を
形
成
出
来
る
よ

う
に
手
助
け
を
し
て
い
く
事
が
、
親
と
し
て

必
要
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
そ
の
成
長
の
過

程
で
起
き
る
様
々
な
身
体
の
変
化
、
心
の
変

化
、
そ
れ
と
葛
藤
し
揺
れ
る
時
期
が
ま
さ
に

思
春
期
の
時
で
あ
り
、
第
2
の
誕
生
で
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
思
春

期
は
親
も
子
も
生
み
の
苦

し
み
の
時
で
あ
る
と
言
う

事
、
そ
の
甘
え
や
反
抗
を
温
か
く
受
け
止
め

る
こ
と
が
必
要
で
大
切
で
あ
る
と
い
う
事
を

改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
垣
先
生
は
ユ
ニ
ー
ク
な
講
演
方
式
で
、

ま
ず「
大
人
の
定
義
と
は
？
」と
、
参
加
者
に

マ
イ
ク
を
向
け
な
が
ら
、
ご
自
身
の
体
験
や

愉
快
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
、
聴
く
側

の
心
を
揺
さ
ぶ
り
な
が
ら
一
人
一
人
の
答
え

を
探
り
導
き
出
す
、
高
垣
ワ
ー
ル
ド
満
載
の

御
講
演
で
し
た
。

終
わ
っ
た
後
の
会
場
の
和
ん
だ
雰
囲
気

や
参
加
者
の
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
を
見

て
、
改
め
て
今
回
の
学
習
会
の
意
義
を
受
け

止
め
、
喜
び
を
感
じ
さ
せ
て
頂
け
た
素
晴
ら

し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

思
春
期
の『
甘
え・反
抗
』と

ど
う
向
き
合
う
か
？

─『
第
２
の
誕
生
の
時
』っ
て
、ど
ん
な
時
？
─

講
　
師
　
高
垣  

忠
一
郎 

氏
（
立
命
館
大
学
大
学
院
教
授
）

発行：京都市PTA連絡協議会・京都市教育委員会
お問合せ先：�京都市PTA連絡協議会事務局�

�TEL：075-801-4796
市P連ホームページ：http//www.kyoto-pta.jp/
メールアドレス：kyoto-pta@edu.city.kyoto.ip
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京 都 市

しんぶん

C
O
N
TEN

TS

親と子の
こころの電話 ☎075（801）1177

（だれでもお気軽にお電話ください。秘密は堅く守られます）
相談時間 ▼10：00〜16：30　
※火曜（祝日の場合は翌日も）日曜、祝日、年末年始は休み

NO.53

P.1	 ●		小Ｐ連はぐくみ委員会・中Ｐ連親まなび委員会合同学習会
	 ●		「心のきずな61キャンペーン」ご協力の御礼
P.2-3	 ●	私立中学校高等学校連合会と京都市立中学校PTA連絡協議会との懇談会
	 ●	高Ｐ連として参加した研究大会と、市高Ｐ連の人権研修会に関しての報告
	 ●	16園訪問～目からウロコの京都市立幼稚園探訪ツアー～
	 ●	「明日をひろげる福祉機器展2012」開催！　●	大合同作品展「小さな巨匠展」
	 ●	京都市・乙訓地域公立高校の新たな教育制度（案）について
P.4	 ●	小Ｐ連	全市役員交流会「花背山の家」　●	近畿ブロックPTA表彰　●	京都市少年合唱団	体験入団
	 ●	京都市生涯学習市民フォーラムのお知らせ　●	京都市PTA連絡協議会研修会

ここで、いくつか
アンケートの

感想をご紹介しま
す！
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場 所　国立京都国際会館 他

高　 連Pだより

市高P人権研修会実施

（10月20日西京高校）

中　 連Pだより

告知

来年はいよいよ
京都開催！

近畿から約3000名の
高校PTA会員が集結！

・�

保
護
者
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て「
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
も

の
を
つ
く
っ
た
。

・�

受
け
入
れ
た
限
り
卒
業
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
単
位
取
得
の
た

め
に
は
、
休
み
中
の
補
習
な
ど
を

通
じ
て
努
力
は
し
て
い
る
。
あ
る

学
校
で
不
調
を
き
た
し
た
場
合
、

別
の
学
校
で
預
か
る
な
ど
、
私
学

全
体
で
看
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
も
あ
る
。

・�

本
校
は
内
申
点
は
評
価
せ
ず
、
本

番
の
試
験
で
合
否
を
判
定
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、多
数
の
不
登
校
経

験
者
が
入
学
し

た
こ
と
が
あ
っ

た
。
全
員
が
う

ま
く
い
っ
た
と

は
言
え
な
い
が
、

居
場
所
を
見
つ

け
て
く
れ
た
生

徒
も
い
る
。

午
前
の
大
会
行
事
で
は
、広
報
誌
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
堀

川
高
校
が
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
「
夢
み
る
力
を
育
て

る
」と
い
う
演
題
で
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
絵
本
作
家
の
永
田
萠
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

後
の
第
２
分
科
会
で
は
、「
地
域
社
会

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
洛
陽
工

業
高
校
の
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
團
野
泰

行
氏
が「
P
Ｔ
Ａ
は
学
校
・
子
ど
も
の

応
援
団
」と
題
し
て
発
表
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
際
に
設
置
し

た
、
生
徒
手
作
り
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ

チ
ヤ
ー
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
来
年
6
月
28
・
29
日
は
こ
の
大

会
が
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
皆
様
の
ご
協
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

8
月
22
日
〜
24
日
の

3
日
間
、
和
歌
山
県
で

全
国
高
等
学
校
P
T
A

和
歌
山
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
宇

宙
科
学
研
究
所　
宇
宙

飛
翔
工
学
研
究
系　
教

授　
川
口
淳
一
郎
氏
の

～
「
は
や
ぶ
さ
」
が
挑
ん
だ
人

類
初
の
往
復
の
宇
宙
旅
行
、
そ

の
７
年
間
の
歩
み
～
と
題
し
て

「
エ
ン
ジ
ン
の
故
障
か
ら
は
や

ぶ
さ
本
体
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
事
や
イ
オ
ン
と
い
う
エ
ン
ジ

ン
に
頼
っ
て
地
球
へ
帰
還
を
成

し
遂
げ
た
事
。」
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
つ
の
会

場
で
分
科
会
が
行
な
わ
れ
、
京

都
市
は
第
１
分
科
会
「
学
校
教

育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
～
学
校
教
育
の

追
い
風
と
な
る
接
点
づ
く
り
～

に
参
加
し
ま
し
た
。

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
は
あ
と
」
店
長
の

塩
る
い
じ
氏
を
講
師
に
迎
え

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、西
京
高
校
の

東
隣
に
あ
り
、
障
害
の
あ
る

人
の
就
労
機
会
提
供
、
社
会

参
加
促
進
を
目
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
京
都
ほ
っ
と
は
あ
と
セ

ン
タ
ー
が
設
置
す
る
喫
茶
店

で
、研
修
会
で
は
、施
設
概
要

や
13
名
の
従
業
員
（
利
用
者
）

の
様
子
、
自
立
と
社
会
参
加

に
向
け
た
工
夫
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
と
と
も
に
、終
了
後

は
、
施
設
見
学
を
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

6月30日 総会
7月  1日 大会行事・記念講演

8月 22日 大会運営会議 
23日 開会式と基調講演 
24日 分科会

10月20日 講演・見学

私
立
中
学
校
高
等
学
校
連
合
会
と

京
都
市
立
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
の
懇
談
会

「
私
立
高
等
学
校
の
特
徴
」に
つ
い
て

　

�

創
始
者
の
健
学
理
念
を
中
心
と
し
て

各
校
は
生
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
特
徴

が
現
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
次
の
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
学
習
に
つ
い
て

行
け
な
く
な
っ
た
り
、人
間
関
係
が
う
ま

く
い
か
ず
不
登
校
に
な
っ
た
生
徒
の
支

援
」に
つ
い
て

第31回

中Ｐ連研究集会

障害にかかわる
子どもの教育 電話相談

日時���平成24年11月28日（水）�
��午後2時～4時50分

場所���京都アスニー４Ｆホール�
①��教育懇談会の報告�

・私学連合との懇談 
・京都市教育委員会との懇談

　���②��講演会　�
『夢をあきらめない』�
��講師　石黒　由美子氏 
（北京オリンピック シンクロナイズドスイミング
　日本代表）

・�

文
武
両
道
の
学
校
を
目
指
し
て
い
る
。

・�「
考
え
る
力
」「
自
主
自
律
」「
決
断
力
」

が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
禅
の
考
え

方
で
教
育
を
し
て
い
る
。

・�

世
界
に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。

・�

国
際
主
義
、自
由
主
義
を
大
切
に
し
て

い
る
。

・�

各
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
、
卒

業
後
の
在
り
方
を
大
切
に
し
て
い
る
。

・�

ほ
と
ん
ど
が
大
学
進
学
を
目
指
し
て

い
る
。

・�

男
性
社
会
の
中
で
、女
性
の
自
立
を
目

指
し
て
い
る
。

・�

高
校
教
育
は
あ
く
ま
で
も
種
を
蒔
く

作
業
を
し
て
い
て
、刈
り
取
る
の
は
本

人
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

・�

個
々
に
よ
っ
て
対
応
は
異
な
る
が
、た

と
え
部
活
動
が
だ
め
で
も
、別
の
部
活

に
変
わ
る
な
ど
相
談
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

第2分科会で発表された
團野泰行�氏

私
立
の
学
校
に
は
「
で
き
る

こ
と
」
で
も
公
立
の
学
校
で
は

「
で
き
な
い
こ
と
」
が
あ
り
ま

す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
諦
め

る
の
で
は
な
く
、
智
恵
を
出
し

合
い
、
他
の
学
校
や
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
こ
と
で
解
決

で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
話
し
合
い
は
、「
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
し
て
何
が
で
き
る
の

か
」
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

お知らせ

3月10日（日）京都マラソン開催

京都マラソン（平成25年3月10日（日）実施）はラン
ナーはもちろんのこと、その家族や友人など、国内
外から多くの来訪者が見込まれる一大イベントで
す。ノーマイカーデーにご協力をお願いします。

10
月
23
日
に
私
学
会
館
に
お
い
て
、私
学
連
合
と
の
懇
談
会
が
開
か
れ
、中
Ｐ
連
か
ら
は
16
名
、私

学
連
合
か
ら
は
12
名
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
４
つ
の
項
目
に
分
け
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
、こ
こ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平成24年11月9日（金）から平成24年11月30日（金）
京都市教育委員会指導部学校指導課�（TEL：222-3811）

子どもの発達にかかわる教育・支援の方法、就学
に関する相談について、長年障害のある子どもの
教育に携わった経験豊富な相談員が応じます。

相談電話����☎254-1155
��平日：10時～12時�/�13時～17時�　※水・土・日曜日、祝日、年末年始を除く

対　　象���京都市内在住の
��就学前～高校生の子どもの保護者

第62回
全国高等学校

ＰＴＡ和歌山大会参加

   （和歌山ビッグホエール）

ご意見を募集中！

第38回
近畿地区高等学校ＰＴＡ兵庫大会参加（神戸国際展示場）

第39回 近畿地区高等学校

PTA京都大会

6/28
    （金）

・29
（土）

平成25年

「
中
学
校
で
欠
席
日
数
が
多
か
っ
た
生

徒
の
受
入
」に
つ
い
て

Q Q

Q
「
卒
業
後
の
進
路
」に
つ
い
て

Q
「
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
で
入
っ
た
子
ど
も
が

怪
我
な
ど
に
よ
っ
て
ク
ラ
ブ
活
動
が

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
ケ
ア
」
に

つ
い
て

Q



日　時� �平成25年1月24日（木）～1月27日（日）
� 9：00～ 17：00
会　場�京都市美術館��別館
� （京都市左京区岡崎最勝寺町13地）
主　催� �京都市小学校長会総合育成支援委員会�

京都市立中学校長会総合育成支援委員会�
京都市立総合支援学校長会、京都市教育委員会

問合わせ� �京都市教育委員会総合育成支援課　�
TEL：352－2285　FAX：352－2305

［内　容］��
京都市小・中学校育成学級、総合支援学校児童・生
徒が製作した絵画、工芸、書道等の作品約3000点を
一堂に集め、学習成果の発表の一環として展示しま
す。これらの作品づくりを通して、子どもたちの豊
かな心を育てるとともに、市民の皆様には、作品鑑賞
を通して障害のある子どもの教育についての理解を
深めていただき、この作品展が「すべての人が共に
支えあって生きる社会」づくりの一助となることを
願って開催します。

総　 連P
だより

第35回�京都市
小・中学校育成学級�
総合支援学校

大合同作品展「小さな巨匠展」

幼　 連Pだより

10
月
20
日
に
北
総
合
支
援
学
校
を
会
場
に
、第
15
回
目
の
福

祉
機
器
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

福
祉
機
器
展
で
は
、
児
童
生
徒
向
け
の
福
祉
機
器
か
ら
地
域

の
高
齢
者
の
方
に
、
生
活
に
役
立
つ
便
利
で
優
れ
た
福
祉
機
器

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
車
い
す
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
器
、日
常
生
活
用
具
、視
覚
聴
覚
支
援
機
器
、介
護
食
、福
祉
車

両
、福
祉
施
設
の
物
品
販
売
な
ど
、今
年
は
42
社
の
企
業
・
事
業

所
に
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
「
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
の

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て
」「
学
齢
期
に
利
用
で
き
る
制

度
に
つ
い
て
」の
セ
ミ
ナ
ー
も
大
変
好
評
で
し
た
。

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、会
場
は
一
日
中
大

盛
況
で
福
祉
機
器
展
最
多
の
約
８
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

後
援
い
た
だ
き
ま
し
た
成
逸

住
民
福
祉
協
議
会
は
じ
め
、た
く

さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
、本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
19
日
〜
21
日
の
三
日
間
、
第
55

回
全
国
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校

P
T
A
連
合
会
お
よ
び
P
T
A
・
校
長

会
合
同
研
究
大
会「
長
野
大
会
」が
、長
野

県
・
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

「
全
国
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校

P
T
A
相
互
の
協
調
を
図
り
、特
別
支
援

教
育
の
諸
課
題
等
の
実
践
研
究
を
進
め

る
と
共
に
、誰
も
が
自
分
ら
し
く
共
に
生

き
る
社
会
づ
く
り
へ
P
T
A
活
動
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
」を
趣
旨
に
、
１
日
目
は

役
員
会
・
総
会
、２
日
目
は
開
会
式
・
基

調
講
演
・
分
科
会（
学
校
・
地
域
・
福
祉
・

労
働
・
医
療
・
機
器
）・
懇
親
会
、
３
日

目
は
研
修
会
・
全
体
講
評
・
閉
会
式
の

内
容
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
国
の
動

向
・
各
地
で
の
現
状
や
取
組
等
、多
く
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
全
国
か
ら
来

ら
れ
た
参
加
者
と
、意
見
交
換
や
楽
し
い

交
流
が
で
き
て
、と
て
も
有
意
義
な
大
会

で
し
た
。

京都市 PTA しんぶん❸  第53号　平成24年（2012年）11月

総
Ｐ
連
会
長

　
　
　
清
野
嘉
奈
子

.

オープニングを飾った北総合高等部生徒による和太鼓演奏

物品販売の様子

好評だった
セミナーの
様子

平成24年度
第５５回 全国肢体不自由

特別支援学校
PTA連合会

「長野大会」開催！

「 明日をひろげる 
福祉機器展２０１２」開催！

16園訪
問

京　極

乾　隆

開　智
伏見住吉

竹　田

明　徳

西　院

中京もえぎ

翔　鸞目からウロコの
京都市立幼稚園探訪ツアー

京都府・京都市教育委員会で策定しました、京都市・乙訓地域
公立高校の新たな教育制度（案）について、市民のみなさまのご
意見を募集しています。

京都市・乙訓地域公立高校の
新たな教育制度（案）について

平成24年11月9日（金）から平成24年11月30日（金）
京都市教育委員会指導部学校指導課�（TEL：222-3811）

ご意見の
募集期間

問合せ先

（郵送の場合は当日消印有効）

6/24 ～ 7/9まで、幼 P連の役委員が手分けして、
1日 2園を視察、意見交換して回りました。幼稚園
の全 PTA が互いに交流を持ち、良い影
響を与え合うこの行事は毎年恒例ですが、
京都市ならではのものと自負しています。
今年も様々な情報をGet! 自園の運営に活
かしていきたいと思います。

※ 意見募集用紙は、市役所、各区役所・支所、図書館等で配布しております。

ご意見を募集中！

伏見南浜 上賀茂

楊　梅

待　賢

みつば
深　草伏見板橋



　市内188の生涯学習関係団体が加盟するネットワーク組織「京都市生涯学習市民フォーラム」の
堀場雅夫会長（㈱堀場製作所最高顧問）が、大谷大学教授・哲学者の鷲田清一氏、「そうだ　京都、行
こう。」などのコピーライター・太田恵美氏を迎え、門川大作京都市長と共に、「おもてなしの心」で世
界中にファンを持つ京都ならではの“ほんまもん”のまちづくりについて語り合います。

平成24年12月７日（金） 
午後2時〜4時（午後1時30分開場）　※２時から３０分間は同フォーラム総会を開催

京都産業会館8階  シルクホール（下京区四条通室町角）

京都いつでもコール　電話661-3755（年中無休　朝8時〜夜9時）

京都市教育委員会　生涯学習推進担当 京都市生涯学習市民フォーラム 検索

第1回人づくり連続講座

京都市PTA連絡協議会

研 修 会
日　時

会　場

平成25年1月24日（木）
18:00 〜 20:00
KBS京都放送会館
KBSホール

（地下鉄丸太町・今出川駅徒歩8分） 問い合せ　市Ｐ連事務局　TEL 801－4796　

詳細に関しては近日中に学校へ案内文を送付しますので、
そちらをご覧ください。

　子どもの命と健やかな育ちを守るため、「いじめ」
には毅然として対応し、地域を含む社会全体で子ど
もたちを育むことが求められています。教育評論家
の尾木直樹氏を講師に迎え、学校・家庭・地域の役
割を今一度考えることを目的に、「いじめ」に焦点を
当てた研修会を下記のとおり実施します！

日　　時

会　　場

申込み問合せ先

担　　当

おもてなしの 心 を世界に
～観光都市・京都の魅力再発見！～

京都市生涯学習市民フォーラム  シンポジウム

参加無料
［定員700名］

　８月25日、日本PTA全国研究大会京都大会の全体会が終了したあと、第38回
（社）日本PTA近畿ブロック研究大会京都大会が開催され、表彰式が行われました。
受賞については以下のとおりです。おめでとうございます。

【団体の部】
常磐野小学校PTA　
伏見中学校PTA

日本近畿
ブロック
表彰受賞 【個人の部】

金澤　一晃（桂小）
鈴川　慈子（御室小）
廣澤　好信（藤城小）　
深田　敦子（洛中小）
麻植　誠司（上京中）
阿部　　勝（加茂川中）
上田　　清（蜂ケ岡中）
野坂　公美（大淀中）　

（敬称略） 長屋博久近P会長から表彰を受ける各府県市の代表者

（京都市関係分
）

京都市PTAしんぶん❹  第53号　平成24年（2012年）11月

日　時 平成25年1月5日（土） 開場13:15　開演14:00　終演予定16：30
会　場 京都コンサートホール　大ホール

演奏曲目 ボロディン　作曲　歌劇『イーゴリ公』より「ダッタン人の踊り」
ヨハン・シュトラウスⅡ　作曲　「皇帝円舞曲」　他

入場方法 当日先着順・入場料無料（但し、未就学児は入場不可）

託児室
幼児の託児室を設けます。（１人：１，０００円、要予約、定員あり、先着順）
＜対象年齢＞　満１歳以上就学前まで
＜申込期限＞　平成２４年１２月１９日（水）
＜申 込 先＞　京都市教育委員会　生徒指導課　（ＴＥＬ ０７５－２１３－５６２２）

　京都市少年合唱団は、この１年間の集大成、そして、入団以来様々な
活動を続けてきた中学３年生を送り出す演奏会として、標記演奏会を下
記のとおり開催します。

第 53 回 修了演奏会の開催京都市少年合唱団

問合せ　京都市教育委員会　生徒指導課（TEL 213－5622）　

入場
無料

■18時～　 ＜講演＞ 
　講師　教育評論家　尾木直樹 氏

■19時～　＜パネルディスカッション＞
 


